
国内で購入したパソコンを海外に

持っていくときに注意しなければ

ならないことは、2つあります。1つは電源

で、もう1つはモデムを接続するモジュラー

ジャックです。

1電源

電源は、国内では100Vですが、米国で

は110～120Vです。たかだか10～20Vで

すが、パソコンは精密な機械ですからこの差

が命取りになる場合もあるので注意してく

ださい。また、ヨーロッパなどでは240Vと

いうところもありますから、こういう場合に

はさらに注意が必要となってきます。そこ

で、まずノートパソコンの電源アダプターを

よく見てください（写真1）。電源電圧など

に関する記述があります。ここに

50-60Hz 100-240V

という電源周波数と電源電圧に関する記述

があるものならば、あなたはラッキーです。

このタイプならば、ほとんどどこの国に行っ

ても問題なく使えます。問題は電源プラグ

の形状ですが、これも米国ならば日本と同

じ形状ですから、アダプターがなくても大丈

夫です。ヨーロッパなどでは電源プラグの形

状が異なっていますので、変換アダプターを

持っていくことになります。これは、デパー

トなどの旅行用品コーナー（スーツケース売

場に大抵併設されている）で取り扱っている

ので、自分の行き先を確認しながら必要な

ものを購入するといいでしょう。

次に、最近ではめったに見なくなりまし

たが、電源アダプターの記述が

50-60Hz 100-115V

となっている場合です。この場合は米国で

は利用することができますが、ヨーロッパな

ど240V地域ではこのままでは使えません。

一番悲惨なのは

50-60Hz 100V

となっているものです。有名なメーカーのノ

ートパソコンでは今や少なくなってきていま

すが、まだこういったACアダプターを添付

しているものもあるようです。安全を期する

ならば、電源電圧の変換装置を使ったほう

がいいでしょう。

ただ、僕の経験から言うと、100V用の

ACアダプターを米国に持っていってコンセ

ントに差し込んでもトラブルが発生したこと

はありません。ただし、利用後非常に熱く

なっていたので、あまりいいことではないよ

うです。挑戦してみてもいいですが、ACア

ダプターから煙が出てきても私は責任を持ち

ませんからね（笑）。

さて、自分のパソコンのACアダプターが

目的地の電源電圧に対応していない場合で

すが、この場合は電源電圧の変換装置を持

っていくことになります。これもデパートの

A.
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このコーナーでは、みなさんから寄せられたインターネットに関する

質問や疑問についてお答えしていきます。

日頃からわからないなあと思っている疑問、困っていることなどありましたら

どんなことでもけっこうですから質問を編集部までお寄せください。

宛先はip-faq@impress.co.jpです。電子メールでの回答はできませんのでご了承ください。

入門者のための Frequently Asked Question

今度初めて海外出張に3週間ほど行

くのですが、アメリカに日本で買っ

たノートパソコンを持っていっても、

そのまま使えるでしょうか。

（藤本安子さん）

今月の回答者
砂原秀樹、菊地宏明、編集部
【アドハイザー】砂原秀樹
奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
WIDEプロジェクト・ボードメンバー

1.  ACアダプター。これはゲート
ウェイ2000のもの。
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旅行用品コーナーに置かれていますが、選

択する際に1つだけ注意をしてください。旅

行用品コーナーに置かれている電源電圧の

変換装置の中には簡易型と呼ばれる非常に

軽量のアダプターがあります。しかし、この

タイプのものは、ドライヤーや電気カミソリ

といったものを対象としており、パソコンの

ようなデリケートなものには対応していない

場合があります。僕の経験では、このタイ

プの電圧変換装置を使っていてACアダプタ

ーを壊してしまったことがありました。です

からパソコン用に購入する場合には、ずっ

しりと重いトランスを使ったものを選ぶよう

にしたほうがいいでしょう。重さがあきらか

に違いますので、持ってみて重いものを選択

してください。旅行用品コーナーで見つか

らない場合には、秋葉原とか日本橋で探し

てみると見つかると思います。

なお、パソコンによっては標準で添付さ

れるACアダプターは国内専用であっても、

オプションで100-240Vに対応したACアダ

プターを提供している場合があります。自分

のパソコンのACアダプターが対応していな

いからと言って落胆してしまわないで、まず

調べてみるといいでしょう。

2モジュラージャックの形

次に、モデムを接続するモジュラージャッ

クですが、これも驚くことに世界共通では

ないのです。日本ではRJ-11という形式が

使われており、幸いにも米国はこれと同じ

ものが使われています（日本が米国の仕様に

合わせています）から、今回の場合には特に

気にすることはないでしょう。

しかし、この事情もヨーロッパとか香港

とかに行くと異なってきて、世界中で何十

種類とあるんだそうです（これはノンフィク

ション作家の山根一眞氏に聞いた話です）。

僕自身、香港に行く関係でイギリス圏用の

アダプター（RJ-11を変換するアダプター:

写真2）を持っていますが、ヨーロッパなど

に行くと空港の電器店（最近では空港でパ

ソコンやソフトウェア、CD-ROMを売って

いるのですよ）で変換用アダプターを売って

いますから、これを買って使ってもいいかも

しれません。まあ、最悪の場合のことを考

えて、RJ-11のケーブルの一方をワニ口クリ

ップにしたものとドライバー（ネジ回し）を

用意しておいて、電話機を分解して接続す

るという技も用意しておいたほうがいいかも

しれません。

注意しなければならないのは、同じRJ-11

のジャックを使っていながら配線が違うもの

があることです。最悪の場合、モデムを壊

しますから、よく確認してからケーブルを差

し込むようにしてください。秋葉原や日本

橋などではモジュラージャックのテスターを

売っていますので、それを持っていって最初

に調べるようにするといいかもしれません。

本題と直接関係ありませんが、海外の電

話事情は日本から考えると信じられないよ

うな状況に遭遇したりするので、けっこう苦

労するかもしれません。たとえば、電話がか

かるほうが珍しいという国もあったりします

からね。

とまあ、けっこう大変なように思われたか

もしれませんが、米国に行く限りはとくに大

きなトラブルに巻き込まれることはないと思

いますのでご安心を。注意すべきなのはAC

アダプターぐらいでしょう。 （砂原秀樹）
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2.  イギリス用のモジュラージャック変換アダ
プター。香港で購入。

3. 僕のロードウォリアーキット。RJ-11
やRJ-45（10baseT）の延長アダプ
ターがあることに注目。ケースは、某
航空会社がくれるアメニティキットの
ケース。
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メールの場合はMIMEの属性から判断し、

FTPの場合はファイルの拡張子でファイル

をどう扱うかを判断しています。その設定に

従い、プラグイン機能が使われたり、ヘルパ

ーソフトが起動されたりすることになります。

ネットスケープナビゲーター3.0をインス

トールした直後は、確かにヘルパーソフト

ウェアの設定で「.lzh」に該当するヘルパ

ーアプリケーションは登録されていません。

しかし、未登録のファイルタイプは本来な

らダイアログボックスが表示されて、送ら

れたファイルを保存するか削除するかを尋

ねられるはずです。それがうまく動作せず

に、テキストファイルと誤認されてブラウザ

ーで表示され、謎の文字列が現れているの

でしょう。ヘルパーソフトを起動せずにファ

イルを転送するだけならば、シフトキーを押

しながらリンク部分をクリック（Windows

の場合）すれば、保存先指定のウィンドウ

が表示されます。マックなら、オプションキ

ーを押しながらリンクをクリックします。

また、「.lzh」を拡張子に持つファイルを

解凍できるようにするのもいいでしょう。

まず、解凍可能なユーティリティーをイ

ンストールしておきます。Windowsなら

「LHa」や「WinZip」などを、マックなら

FTPはファイルを転送するプロト

コルで、FTPサーバーからクライ

アントとなるパソコンへファイルを持ってき

たり、パソコンからFTPサーバーへファイ

ルを送ったりします。ネットスケープでは、

URLが「ftp:」で始まるとき、FTPプロト

コルが使われます。しかし、ここではファイ

ル転送が行われるだけでなく、送られてく

るファイルの属性によって内容

を表示したり、圧縮ファイルを

解凍したりする機能を持ってい

ます。この機能は、自動的に行

われるため、設定が妥当でない

と意図しない動作をすることが

あります。この問いのケースも

たぶんこれに該当すると思われ

ます（図1）。

ネットスケープは、MIME（マ

イム）タイプやファイルの拡張子

とそのデータの扱い方を対応さ

せる設定を持っています。電子

A.
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いつもメインとしてネットスケープナ

ビゲーター（英語版）を使っています。

どういうわけか、FTPで拡張子が

lzh形式の圧縮ファイルをとってこ

ようとすると、いつもの保存先指定

のウィンドウが表示されないで、ブ

ラウザーにガガガーと訳のわからな

い文字列が表示されてしまい、この

種のファイルだけがダウンロードで

きません。どうしてでしょうか?

（匿名希望）

図1 FTPサーバーの画面でwhtml040.lzhというファイルを転送しよう
としてファイル名をクリックしたら、こんなふうになった。

図2 ネットスケープナビゲーター
のヘルパーアプリケーション
設定画面。ここで解凍ユー
ティリティーを登録するこ
とができる。登録したら後
で変更が難しいので慎重に
やろう。
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「MacLHA」となります。続いて、ネットス

ケープナビゲーターの「Option」メニューの

「General Preference」を選び、「Helper」

パネルの設定で、新規作成を行います（図

2）。MIMEタイプやサブタイプがわからな

ければ、両方に仮に「*」を設定しておき、

後でわかったときに設定をし直します。そ

して、FileExtensions（拡張子）に「.lzh」、

Actionを「Launch Application」（アプリケ

ーションを起動）に設定後、「Browse」

（参照）ボタンで先ほどインストールしたユ

ーティリティーを指定します。すると、次回

からファイル名の最後が「.lzh」になるファ

イルをFTPでダウンロードすると、ファイ

ル転送後、自動的に解凍を開始するように

なるでしょう。

また、ネットスケープ3.0ならWinZipが

パソコンにインストールされていれば、圧縮

ファイルをダウンロードした後自動的に

WinZipが起動する場合もあります（図3）。

もし、ネットスケープが3.0ならこちらを試

してみてください。 （菊地宏明）

最近インターネットを使ってダウン

ロードをすることが多いのですが、

一度に何種類のファイルがダウンロ

ードできるのですか？また、ダウン

ロード中に他のホームページへ移動

してもいいのですか？ もしそれらに

関する約束事などがあったら教えて

ください。 （小林 毅さん）
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入門者のための 

ンロード中に他のホームページへ移動して

もかまいません。ネットスケープの場合、同

時に通信可能な接続数は、標準で4です。

この値は、「Option」（オプション）メニュ

ーの「Network Preference」（ネットワー

クの設定）項目の「Connectics」（接続）

パネルで変更ができます（図5）。

しかし、必要以上に大きくしても、通信

効率はよくなりません。プロバイダーと接続

する回線の速度は決まっており、その回線

で複数の接続を行うのですから、1つの接

続で出せる速度は、接続数が増えるほど減

ってしまいます。速度低下だけならいいの

ですが、接続でタイムアウトが発生するほ

ど時間がかかっては問題です。急いでダウ

ンロードしたいならば、ファイル転送に回線

を使わせるために、ほかのページを見て回ら

ないことです。（菊地宏明）

「インターネットを使って」という

ことですが、WWWブラウザーを

使ってのダウンロードということに限定して

お答えします。WWWブラウザーで読み込

むページは、HTMLファイルで書かれたテ

キスト情報のファイルから、画像ファイル、

音声ファイルなどいくつものファイルから構

成されています。そこで、多くのWWWブ

ラウザーは、同時に複数のファイルを読み

込むために複数の接続ができるように設計

されています。ですから、FTPのダウンロ

ードをしている間も、ページを表示させて

見ることができます（図4）。もちろんダウ

A.

図3 WinZipをあらかじめインストールしていると、解
凍可能なファイルをダウンロードした時点で
WinZipが自動起動できれば便利。警戒のため
に最初にこのメッセージが出るが、チェックボッ
クスをチェックすると以降このメッセージは表示
されない。

図4 複数のファイルを同時にダウ
ンロードしているところ。

図5 同時に接続可能なサーバ
ー数の設定。初期値で
はこのようになっている
ので特に変更する必要は
ないだろう。
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最近、インターネットエクスプロー

ラ3.0をインストールして使ってい

ます。10月号付録の小冊子『ショ

ックウェーブで楽しむゲームサイト

100』は非常に面白かったです。さ

て、このショックウェーブなのですが、

サイトからファイルをダウンロードし

てゲームを楽しむことはわかるので

すが、これをまた後で使いたい場合、

再度ショックウェーブのサイトに接

続しなければいけないでしょうか。

それともハードディスクやフロッピー

に保存して、何度でも使用できるの

でしょうか。（S.Kashiwagiさん）

は、ショックウェーブのゲームは.dcrという

拡張子がついたファイルですから、このフ

ァイルやページのHTMLファイルをハードデ

ィスクにダウンロードすれば、インターネッ

トにつながっていなくてもつながっていると

きと同じように使うことができます。ホーム

ページのゲーム開始画面が完全に表示され

た時点ですでにダウンロードはすんでいます

から、ここで回線を切断し、その後ゆっく

りゲームを楽しみましょう。10月号付録の

小冊子で紹介したサイトのほとんどで、こ

のように電話回線を切断した後でもゲーム

ができるはずです。

次に、何度もくり返し使うためには、シ

ョックウェーブファイルとゲーム開始ページ

のHTMLファイルをハードディスクに保存

しておかなければなりません。

WWWブラウザーにはキャッシュという機

能があり、一度表示したファイルは容量が

許すかぎりハードディスクのキャッシュフォ

ルダーの中に残っています。そうすると、拡

張子がdcrというファイルを探して別の場所

にコピーし、保存しておくという方法を思い

つくかもしれません。しかし、エクスプロー

ラの場合、独自の仕様でファイル名や形式

が変わってしまい、目的のショックウェーブ

ファイルを見つけて使うことは困難です。そ

こで、図6から図8の流れに従って、改めて

ダウンロードすることをおすすめします。

ダウンロードしたHTMLファイルをWWW

ブラウザーに読み込めば、いつでも何度で

もショックウェーブのゲームが楽しめるとい

うわけです。ただし、ゲームによっては、シ

ョックウェーブファイルが多くのファイルに

分割されていることがあり、1つファイルを

ダウンロードしてもゲームができないことが

ありますので注意してください。（編集部）
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ショックウェーブのゲームは面白

くて、つい時間を忘れてしまいそ

うなサイトも数多くありますが、ダイアルア

ップで接続していると、電話代やプロバイ

ダーへ支払う料金が気になって十分ゲーム

を楽しめないという人も多いでしょう。実

A.

図8 ショックウェーブファイルをダウンンロード
図7のファイル名をブラウザーに表示されているURL
に追加して、このファイルを直接指定する。ここでは
http://www.razorfish.com/bluedot/drive/drive.htmlを
http://www.razorfish.com/bluedot/drive/poala.dcrに
書き直した。ここでリターンキーを押すと、この画面
が表示されるので、先ほどダウンロードしたhtmlファ
イルと同じ場所に保存する。なお、htmlファイルでデ
ィレクトリーを別の場所に指定している場合は、ハー
ドディスクの保存場所に合わせてhtmlファイルを修正
する必要がある。

図6 HTMLファイルのダウンロード
ゲーム開始画面を表示したら、そのまま「ファイル」
メニューの「名前を付けて保存」で、htmlの形式でダ
ウンロードする。拡張子はhtmとする。

図7 ショックウェーブファイルの名前を調べる。
このページのソースを表示して×.dcrという拡張子の
ファイル名を探し、ショックウェーブファイルが置かれ
ているディレクトリーとファイル名を調べる。ここでは
poala.dcrというファイルがルートディレクトリー（こ
のページのhtmlファイルと同じディリクトリー）に指
定されていることがわかる。これをコピーして図8へ。
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が正確なものであるように最大限に努めましたが、すべての情報が完全に正確であることは保証できません。こ

のファイルの内容に起因する直接的および間接的な損害に対して、一切の責任を負いません。お客様個人の

責任においてご利用ください。 

 

 

 

 このファイルに関するお問い合わせ先 

 

All-in-One INTERNET magazine 編集部 

im-info@impress.co.jp 


